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創
刊
に
よ
せ
て
》

地
方
の
時
代
と
博
物
館
の
役
割

昨
今
地
方
の
時
代
が
叫
ば
れ
、
全
国

い
た
る
と
こ

ろ
で
新
し
い
地
域
の
活
性
化
を
目
指
し
た

「
ま
ち
づ

く
り
」
が
始
ま

っ
て
い
ま
す
。
沼
津
市
に
お
い
て
も

「
沼
津
ら
し
さ
」
を
求
め
て
ま
ち
づ
く
り
の
論
義
が

高
ま

っ
て
き
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
さ
中
、
昨
年
１０
月
明
治
史
料
館
が
開

館
と
な
り
ま
し
た
。
明
治
史
料
館
は
、
郷
土
の
偉
人

江
原
素
六
先
生
や
、
維
新
直
後
に
静
岡
徳
川
藩
に
よ

っ
て
創
設
さ
れ
、
最
高
水
準
の
教
育
を
誇

っ
た
沼
津

兵
学
校
と
そ
の
人
材
を
は
じ
め
と
し
て
、
明
治
の
先

人
た
ち
の
業
績
を
中
心
に
紹
介
す
る
博
物
館
と
し
て

建
設
い
た
し
ま
し
た
。

い
ま
私
た
ち
沼
津
市
民
に
求
め
ら
れ
て
い
る
の
は
、

沼
津
に
し
か
な
い
、
沼
津
が
全
国
に
誇
る
こ
と
の
で

き
る

「宝
も
の
」
を
発
見
し
つ
つ
、
そ
れ
に
よ

っ
て

自
分
た
ち
の
町
に
自
信
を
取
り
戻
し
、
郷
土
を
愛
す

る
心
を
育
む
こ
と
に
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

江
原
先
生
も
沼
津
兵
学
校
も
、
共
に
沼
津
が
誇
る

こ
と
の
で
き
る
す
ば
ら
し

い

「
宝
も
の
で
」
す
。

明
治
史
料
館
が
新
し
い
沼
津
の
発
見
の
場
と
な
り
、

ま
た
今
後
の
館
活
動
の
中
で
、
そ
の
成
果
が
あ
げ
ら

れ
る
よ
う
期
待
し
ま
す
。

昭
和
六
十
年
四
月
沼
津
市
教
育
長
　
桑

原

良

文
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こ
と
は
で
き
な

い
の
で
す
が
、
そ

の
顔

か
た
ち
か
ら
み
て
、ま
す
間
違

い
な

い
と

一憾

い
点
な
ど
が
そ
の
決
め
手

で
す
ご

成
辰
戦
争
時

に
撒
兵
隊

の
仲
間
と

い

ぅ
し
ょ
に
写
し
た
も

の
で
あ
ろ
う
か
？

あ
る

い
は
そ
れ
以
前
か
、
そ
れ
と
も
沼

津

へ
来

て
か
ら
の
も

の
だ
ろ
う

か
？
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江
原
素

六
の
チ

ョ
ン
マ
ゲ
姿
Ｐ

明
治
史
料
館
で
は
、
こ
れ
ま
で
江
原

素
六
文
書
の
整
理
作
業
を
行

っ
て
き
ま

そ

の
過
絆
で
さ
ま
ざ
ま
な
新

鯰
手‐轟

▲今回発見された江原素六 ?の写真 (右端 )

月代をせよくそり、当時流行の

講武所風 という髪型をしている . 従来知 られていた最 も古い素六ト
の写真 (明治 4年渡米時 )

▼いっしょに発見され,た 古写真 (4枚 }

いずれも誰を写 したものかは不明だが、幕末 ^明 治初期のものだろう、
ひよつと tン たら、江原素六の周辺の有名な人物かもヒノれない
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シ
リ
ー
ズ

沼
津
兵
学
校
と
そ
の
人
材

◇

明
治
二
年
夏
に
刊
行
さ
れ
た
訳
者
不

明

『蒸
気
器
械
書
』
は
、
船
舶
機
関
に

つ
い
て
の
最
初
の
本
格
的
な
翻
訳
テ
キ

ス
ト
で
あ
る
。
内
容
的
に
も
当
時
の
日

本
と
し
て
は
驚
く
ほ
ど
高
レ
ベ
ル
の
も

の
で
あ
り
、
科
学
技
術
史
上
高
く
評
価

さ
れ
て
い
る
。

『蒸
気
器
械
書
』
に
は
、
「海
軍
学
校
」

刊
と

「海
軍
兵
学
寮
」
刊
の
二
種
類
が

存
在
す
る
が
、
従
来
、
こ
の

「海
軍
学

校
」
と
は
沼
津
兵
学
校
の
こ
と
で
あ
る

と
い
わ
れ
、
『蒸
気
器
械
書
』
は
沼
津
で

『蒸
気
器
械
書
』
の
謎

ま
ぽ
ろ
し
の
静
岡
藩
海
軍
学
校
と

|11111111[lllll11[1111111lIIIIIII1llllllllll1l111111ll[

出
版
さ
れ
沼
津
兵
学
校
で
使
用
さ
れ
た

も
の
で
あ
り
、
そ
れ
が
後
に
明
治
政
府

に
採
用
さ
れ
、
そ
の
ま
ま
東
京
の
海
軍

兵
学
寮
の
教
科
書
に
な
っ
た
の
だ
と
い

わ
れ
て
き
た
。

と
こ
ろ
が
、
現
在
で
は
、
専
門
家
の

研
究
に
よ
り
、
「海
軍
学
校
」
と
は
海
軍

兵
学
寮
の
名
称
が
正
式
決
定
す
る
ま
で

の
仮
称
で
あ
り
、
沼
津
兵
学
校
と
は
全

く
別
個
に
存
在
し
た
明
治
政
府
の
海
軍

士
官
養
成
学
校
の
こ
と
で
あ
る
と
さ
れ

て
い
る
。
従
っ
て
、
『蒸
気
器
械
書
』
も

沼
津
兵
学
校
と
は
全
く
無
関
係
の
書
物

で
あ
る
と
さ
れ
る
に
至

っ
た
。

で
は
、
何
故
、
「海
軍
学
校
」
＝
沼
津

兵
学
校
と
い
う
誤

っ
た
説
が
信
じ
ら
れ

て
き
た
の
だ
ろ
う
か
。

理
工
系
の
学
科
に
お
い
て
優
秀
さ
を

誇

っ
た
沼
津
兵
学
校
は
、
後
に
工
兵
科
。

砲
兵
科

・
機
関
科
な
ど
の
分
野
で
活
躍

し
た
エ
ン
ジ
ニ
ア
と
し
て
の
軍
人
を
多

く
生
み
出
し
た
。
そ
の
よ
う
な
事
実
が

背
景
と
な

っ
て
、
明
治
二
年
段
階
に
お

い
て

『蒸
気
器
械
書
』
の
よ
う
な
優
れ

た
翻
訳
が
可
能
な
の
は
、
旧
幕
以
来
の

人
材
を
擁
し
た
沼
津
兵
学
校
以
外
に
考

え
ら
れ
な
い
と
思

い
込
ま
れ
た
の
で
あ

ろ
う
。
実
際
、
後
世
の
人
か
ら
そ
の
よ

う
に
誤
解
さ
れ
る
だ
け
の
教
育

レ
ベ
ル

を
沼
津
兵
学
校
は
も

っ
て
い
た
の
で
あ

る
が
。

誤
解
を
生
じ
た
も
う

一
つ
の
理
由
に
、

明
治
二
年
正
月
の
静
岡
藩
職
員
録
中
の

「海
軍
学
校
頭
　
佐
々
倉
桐
太
郎
　
肥

田
浜
五
郎
」
と
い
う
記
載
が
あ
る
。
同

じ
職
員
録
に

「陸
軍
学
校
頭
取
　
西
周

助
」
と
あ
る
陸
軍
の
学
校
は
、
す
で
に

沼
津
兵
学
校
と
し
て
実
現
し
て
い
た
の

で
あ
る
が
、　
一
方
の
海
軍
学
校
に
つ
い

て
は
、
実
在
し
た
と
い
う
記
録
は
な
い
。

旧
幕
府
海
軍
の
艦
隊
は
榎
本
武
揚
に
率

い
ら
れ
、
荒
井
郁
之
助

・
沢
太
郎
左
衛

門

・
甲
賀
源
吾

。
松
岡
磐
吉
等
の
主
力

メ
ン
バ
ー
も
箱
館
に
脱
走
し
て
い
た
の

で
、
と
て
も
静
岡
藩
に
は
海
軍
学
校
を

つ
く
れ
る
だ
け
の
物
と
人
が
存
在
し
な

か
っ
た
の
で
あ
る
。

佐
々
倉

・
肥
田
と
も
長
崎
海
軍
伝
習

所

。
咸
臨
丸
渡
米
以
来
の
幕
府
海
軍
の

エ
リ
ー
ト
だ
っ
た
が
、
海
軍
出
身

で
同

じ
非
脱
走
組

の
俣
田
堀
鴻

・
伴
鉄
太
郎
・

塚
本
桓
甫

・
赤
松
則
良
ら
が
陸
軍
学
校

と
し
て
の
沼
津
兵
学
校
の
教
授
に
お
さ

ま

っ
た
の
に
対
し
て
、
佐
々
倉

・
肥
田

は
沼
津
兵
学
校
の
教
授
に
は
な

っ
て
い

な
い
。
海
軍
学
校
の
設
立
に
こ
だ
わ

っ

た
か
ら
だ
ろ
う
か
？
　
本
当
に
静
岡
藩

に
海
軍
学
校
設
立
の
計
画
が
あ

っ
た
の

か
ど
う
か
す
ら
わ
か
ら
な
い
が
、
い
ず

れ
に
し
て
も
、
事
実
と
し
て
は
職
員
録

の
記
載
に
反
し
海
軍
学
校
は
存
在
せ
ず
、

ま
た
沼
津
兵
学
校
が
海
軍
学
校
と
呼
ば

れ
る
い
わ
れ
も
な
か
っ
た
。

残
念
な
が
ら
、
沼
津
兵
学
校
は
も
ち

ろ
ん
、
ま
ぼ
ろ
し
の
静
岡
藩
海
軍
学
校

も
、
『蒸
気
器
械
書
』
を
刊
行
し
た

「
海

軍
学
校
」
と
は
何
ら
関
連
性
を
見
い
出

す
こ
と
は
で
き
な
い
。

▲海軍兵学寮版 ▲海軍学校版

たいへん精密なものである。
▲附図『海軍蒸気器械図』
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が
来
訪

沼
津
市
と
の
友
好
都
市
提
携
調
印
の

た
め
四
月
二
日
か
ら
来
日
し
て
い
た
中

国
湖
南
省
瞭
陽
市
の
代
表
団

一
行
八
人

は
、
五
日
の
調
印
式
に
臨
ん
だ
後
、
七

日
午
後
当
館
を
訪
問
し
ま
し
た
。
当
日

は
職
員
の
ほ
か
、
江
原
素
六
先
生
田
斡

夕
や
地
元
金
岡
地
区
の
自
治
会
関
係
者

約
四
十
名
が
拍
手
で
出
迎
え
、
館
内
は

日
中
友
好
の
熱
気
で
沸
き
返
り
ま
し
た
。

玄
関
で
女
子
職
員
か
ら
花
束
を
贈
ら

れ
た
の
ち
、
早
速
館
内
の
見
学
に
移
り

ま
し
た
。
江
原
素
六
邸
移
築
家
屋
前
で

は
、
上
原
栄
顕
彰
会
長
が
歓
迎
の
辞
を

述
べ
、
ま
た
後
藤
寿
雄
前
会
長
が
江
原

素
六
の
政
治
家
と
し
て
の
座
右
の
銘
で

あ

っ
た

「先
憂
後
楽
」
が
、
中
国
の
文

学
者
溜
儀
濫
あ
名
文

「ｒ
陽
梯
言己さ
」
の

一
節
で
あ

っ
た
こ
と
を
紹
介
し
、
岳
陽

市
と
の
深
い
き
ず
な
を
強
調
し
ま
し
た
。

代
表
団
の

一
行
は

「先
憂
後
楽
」
の
由

来
や
、
江
原
素
六
が
少
年
時
代
に
論
語

孟
子
な
ど
の
古
典
を
教
科
書
と
し
て
学

ん
だ
こ
と
に
大
変
感
激
し
、
団
長
の
儲

波
岳
陽
市
長
は
、
「古

い
友
好
の
歴
史
が

あ

っ
て
、
今
日
の
友
好
が
あ
る
。
今
度

は
是
非
岳
陽
市
に
お
い
で
に
な
り
、
岳

陽
楼
に
書
か
れ
た

″
先
憂
後
楽
″
を
み

な
さ
ん
に
見
て
い
た
だ
き
た
い
ど
と
お

礼
の
言
葉
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

◎
昭
和
６０
年
度
事
業
計
画
か
ら

●
企
画
展

「間
宮
喜
十
郎
」
展
の
開
催

九
月

一
日
か
ら
翌
年

一
月
七
日
ま
で

４
階
企
画
展
示
室
で
開
催
し
ま
す
。

沼
津
宿
本
陣
を
勤
め
た
間
宮
家
の
長

男
と
し
て
嘉
永
三
年
に
生
ま
れ
た
間
宮

喜
十
郎
は
、
沼
津
兵
学
校
附
属
小
学
校

に
学
び
ま
し
た
。
明
強
合
や
沼
津
彗
の

校
長
を
歴
任
し
、
多
く
の
考
作
を
残
し

「
沼
津
文
庫
」
と
名
付
け
た
図
書
館
の

創
設
や

「
沼
津
新
聞
」
の
創
刊
を
す
る

な
ど
、
四
十
六
歳
の
短

い
人
生
を
知
載

に
生
き
た
姿
を
紹
介
し
ま
す
。
ま
た
、

間
宮
本
陣
の
貴
重
な
資
料
も
初
め
て
公

開
さ
れ
ま
す
。

●
歴
史
講
座

「沼
津
兵
学
校
」
の
開
設

一

市
内
で
は
今

「兵
学
校
ブ
ー
ム
」
と

も
呼
べ
る
程
関
心
を
集
め
る
沼
津
兵
学

校
。
静
岡
徳
川
藩
の
藩
校
と
し
て
創
設

さ
れ
、
近
代
的
学
校
教
育
の
モ
デ
ル
と

ま
で
い
わ
れ
る
兵
学
校
を
、
維
新

の
歴

史
や
、
教
育
史
、
医
学
史
、
関
係
人
物

の
活
躍
な
ど
多
角
的
な
方
面
か
ら
堀
り

下
げ
、
連
続
講
座
と
し
て
開
催
し
ま
す
。

講
師
は
大
学
教
授
な
ど
現
在
交
渉
中
。

●

「古
文
書
解
読
入
門
講
座
」
の
開
設

古
文
書
を
初
め
て
読
む
方
を
対
象
に

入
門
講
座
を
開
き
ま
す
。

郷
土
史
料
を
テ
キ
ス
ト
に
連
続
講
座

と
し
て
６
／
８
・
２２
、
７
／
６
・
２０
、
８
／

３
の
計
５
回
、
午
後
２
～
４
時
に
講
座

室
で
開
き
ま
す
。
お
申
込
み
は
当
館

へ
。

●
資
料
集

「江
原
素
六
旧
蔵
明
治

・
大

正
名
士
書
簡
集
」
の
刊
行

江
原
素
六
と
交
友
の
あ

っ
た
明
治
大

正
期
の
名
十
の
書
簡
を
江
原
家
旧
蔵
資

料
の
中
か
ら
解
読
し
紹
介
し
ま
す
。

◎
５
月
１９
日
当
館
無
料
開
放
し
ま
す
。

こ
の
日
は
江
原
素
六
の
命
日
に
あ
た

り
、
駿
河
台
菓
地
で
墓
前
祭
が
開
か
れ

ま
す
。
当
館
で
は
こ
れ
を
記
念
し
て
観

覧
料
を
無
料
と
し
ま
す
。　
こ
れ
を
機
に

こ
ぞ

っ
て
足
を
お
運
び
下
さ
い
。

◎
定
期
購
読
の
お
す
す
め

´

「
明
治
史
料
館
通
信
」
は
年
４
回
発

行
し
、
館
玄
関
等
で
無
料
配
布

い
た
し

ま
す
が
、
継
続
し
て
お
読
み
に
な
り
た

い
方
は
、
住
所
、
氏
名
、
郵
便
番
号
明

記
の
上
、
２
年
間
分
の
郵
送
料
と
し
て

６０
円
切
手
８
枚
同
封
し
て
当
館
あ
て
封

書
で
お
申
込
み
下
さ
い
。

◎
明
治
期
地
方
新
聞
マ
イ
ク
ロ
資
料
公

開
の
お
知
ら
せ

館

で
は
５９
年
度
事
業
と
し
て
つ
ぎ
の

よ
う
な
明
治
時
代
の
県
内
新
聞
資
料
の

マ
イ
ク
ロ
化
を
行
い
、
５
月
１
日
よ
り

資
料
閲
覧
室
で
公
開
し
ま
す
。
県
東
部

で
は
初
の
公
開
施
設
。
ご
利
用
下
さ
い
。

●
重
新
静
岡
新
聞

（
明
９
～
‐７
）
●
函

右
日
報

（
明
１２
～
‐８
）
●
静
岡
大
務
新

聞

（
明
１７
～
２５
）
●
静
岡
民
友
新
聞

（

明
３０
～
昭
１６
）
●
静
岡
新
報

（
明
３６
～

３９
、
４４
、
大
２
～
昭
１６
）
●
東
海
暁
鐘

新
報

（
明
１４
～
２０
）
但
し
欠
号
あ
り
。

資
料
複
写
料
は

一
枚
５０
円
。

（表
紙
題
字
は
書
道
家
関
素
山
先
生
）

沼
津
市
明
治
史
料
館
通
信
　
創
刊
号

獅
礁
　
沼
津
市
明
治
史
料
館

〒
４‐０
沼
津
市
西
熊
堂
３７２
‐
‐

８
０
五
五
九
ω
三
二
二
五

江原素六自筆「先憂後楽」の額前で

(左から儲波岳陽市長、庄司沼津
市長、後藤 。上原旧新顕彰会長 )
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